
田

も「あるべき を日指し、 ふ込

ジェクトを行ってきた。それら

0学びの社＠学請すこ3ース
コースJは、名言屋大学の学問研究の最前総で活躍する研究者たちが、

を対象に、それぞれの学問領域における知の探究の成果や方法、スタイルなどについて、わかりや

すく解説し、知の探究の愉しみと厳しさを体験してもらうという目的で開設された

レベルの高度な f学び」を体験することにより高校生が、各自

また興味や関心について育み、将来のヴイジョンを広げたり、キャリア・デザインの形成へと

きるように企樹されており、本年度は電子工学探究講産、コンゼュータ

いては後の添付資料を参照されたい）む

延べ100入を超える参加があったが、講義後実施したアンケートの結果から誌とんどの生徒にとっ

て満足する内容であり、各研究分野の知に触れることが出来たようである。また、同アンケ…トから、

ものに興味をもっている ももちろん存在するが、多くは「勉強Jではなく

ぶ」場を渇望していることが伺えた。結果として自分の思い描いていた学問・研究のスタイルとの

を感じている記述も若干あったが、このような機会に参加することで、大学に入ってか

について路頭に迷ったりやる気を失ってしまい退学するのではなく、 f今J自分の f進路jについ

てしっかりと向かい合うことが出来たのではないだろうか。

受講者数が増えつつあることや、関心の高い生徒が多く存在することを考嘉すると、申し込み方

法や、広報の仕方を今一度検討する必要があり、一入でも多くの生徒にとって参加しやすいものを

目指していくべきであろう。また、講座の内容についても生徒から募っても良いかもしれない。

生徒たちの「学びJの枯渇を解消していくためには、各高校内での取り組みが重要となってくる。

そのような状況ではセンターと各高校関で連携していくことも出てくるだろう

教育学部附属中・高等学校（以下、名大開属）では大学と共同で、研究開発を行っている）。今後の

すま となっている。

0中津川ブ口ジェクト
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ちのワークショッブを体験する「夏期短期集中型高大連携教育プロ

グラム 第二田中津川プロジェクトJに本年度からセンターも関わるようになった。同プロジェク

トは「よむ・かく・みる・ふれる・ときはなっJをテーマに、

ンターで2010年8月日日～ 12EIの3日間実施され、杉

った。そこでは、

の請究を紹介するのではなし

ることが吾指され、

なお、同プロジェクト

ヰい

ても

中津川

中津JIIプロジェクト

日 ミナ

されたい。

るだけで終わってしまうという現状のままではブロジ、エクトの目的

くJ基礎セミナーJや「学びの杜Jといった他のプログラムと

うことで明らかにされた大学の学びにつながる恭礎的な

ぶj力 していくことが求められている。そのためには大学側と前属鵠とが共同でブロジェク

るi捺に、高校で行われる通常の授業との関連性をより明確にし、センターとして

どのように関わっていくか検討の余地がある。

ト

りの部分も多いプロジェクトではあるが、様々な展開が可能である。また各研究分野問、

学部間が関わっているものは少ない中、このよう

るのではないか。

していくことが求められてい

0オ…プンクラス
2010年11月2日～5日の開む

1）テラシープロジェクト）

もちろん、 ss五プロジェクトであるSLP'I （サイエンス
．ものづくり講座・表現講座・地球市民議躍の4つの中か

ら半期ごとに1倍！ずつ選択して学ぶ授業）やSLP立（新教科群。 3入の教員によるティームティーチ

ングと、名古屋大学の教員との連携授業）などが公開した。

参加者が10人弱と少なかったのは、これまでと同様、課題である。高大連携を考えるにあたり、

高校の叡り組みももちろん重要となってくるが、それを発信する唯一の取り組みともいえる。セン

ターとして広報し、多くの大学関係者に参加を呼び掛けていく必要がある。

およ

号で11号となる。

ンター紀要（中等教育研－究センタ

に関する総合的な観点からの研究成果を発表し、青年前期に発達に期した

ることを目的として年l図、三月に発行しており、
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2010 （平成22）年10月12日

通

ノ々ン

2005年より

さ、

となりましたが、

ております。

附属学校は、総合研究大学における前属中・高等学校として、

向けて開催を始めまし

となりました。

ーブンクラスは、 を

8自の－B眼乃の開

させて頂きたいと思っ11月2日と4日・5日の三日間の

な中等教育改普Aに関する実験的研究揮発に取り組んで、います。 10年以上前から

た独自の総合的学習 f総合入関科Jをはじめ、 2000（平成12）年に

クラス）となってからは、

るとともに、各部局の先生方のご協力

き

クト」など特色ある

ロジェ

術コースJをはじめ、大学との連携をいっそう追求しています。また2005年度以降、高校での学び

がどのように大学の学びと接続するかという課題に関して、実践研究を進めてお乃ます。 2006年に

として3冊目の著作『学びをつなぎ未来を拓くj（君主明書房）を刊行しミたしました。

は、

ぜ、ひこ

たちの活動

と共同してスーパーサイエンスハイスクール（SSH）プログラム

いで、いただ、いて、授業を通じて新たな教育の取り組みや中・

ただきたいと思います。ご指導のほどよろしくお願いいたしま

《スケジュール》

1. 日程： 11月2器 （火）・ 11足4日 （本）・ 11丹5日 （金）

2. 公開授業の時間帯

(1) 11月2日（火曜日）：午前9時40分（2限目）～ 12時35分（4限目）

(2) 11月48 （木曜日）：午後日時15分（5訣自）～ 15持05分（6限日）

(3) 11月5日（金曜自）：午前9時40分（2限日）～ 12時35分（4眼目）

※2限目は 9 : 40～10: 30 3限目は 10: 45～11 : 35 4限目は 11 : 45～12: 35 

5限目は 13 : 15～14: 05 6限目は 14: 15～15: 05 

3. 控え室・休憩場所

(1階） 本校教員がご案内しま

4. お問い合わせ先

内i京2680 ：石川I.

E-mail: kumi@highschl.educa.nagoy仕u.ac.jp
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5. 

2［浪 9

日 28 （火） 11月4日（本）

一パーサイエンスハイスクール（SSH)

るSSHブログラムは以下の3つです。

2・3・4眼E：高l サイエンスリテラシープロジェクト立（SLPII ・新教科）

「自然と科学J理科・数学・社会の教員がTTで控当します。
2限自の高1B、3限目の高lA、4摂呂の高lCは同じ内容です。

5・6限告：中学総合入院科

と2年生は11丹11Bのフィールドワークの準備

中学3年生は広島研究旅行でのフィールドワークの準備

2・3・4限呂：高2 サイエンスリテラシーブロジ、ェクト II (SLP II ・新教科）

「共生と平和の科学J英語・家斑科・体育の教員がTTで担当します。
2限日の高2B、3限目の高2A、4課毘の高2Ct玄関じ内容です。

－ 

. ． 「中等教育研究センターjについてのご紹介
Center for Secondary Education Studies ( CSξS) 

教育発達科学研究科内措置による

する研究機関です。 を
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・

に把握しつつ、時属学校をフィールドとして実証的・理論的に解明し、

文部科学省に向けて、実践方法や教育プログラム、

とを践的とし、他方、環太平洋の国々との中等教育に関する実践研究交流も進めていま
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力2

1：準構の都合がございますので、お手数をおかけしますが、ご参加いただける場合は、

ファクス、 Eメールのいずれか

ださい。あて先は下記のとおりです。

①学内視：あて先 附農学校石川

②ファクス：内線 2696 附属学校石川

③ Eメーノレ： kumi@highschl.educa.na 

附属学校オープン＠クラスに参加します。

御芳名〔

連絡内線〔

または、メールアドレス〔

参加予定日＠予定時限〔 月
f

’aも
＼

ロ
μ ）曜日（ ）時限〕

ご協力いただき、まことにありがとうございました

参加予定日＠予定時限〔 月

お控え

日（ ）曜日（ ）時限〕
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